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京
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京
跡
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所
在
地
　
　
　
一
。
一
一
京
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
七
反
田
、
三

上
植
野

町
草
返

調
査
期
間
　
　
一　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
一
〇
月
ｉ

一
九
九

一
年

一
月
、

一
一　
一
九
九

一
年

一
月
、
三
　
一
九
九
〇
年

一
〇
月
を

一
九

九

一
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
國
下
多
美
樹

・
秋
山
浩
三

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ど
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一　
南

一
条
大
路

。
東
二
坊

大
路
交
差
点
（左
京
第
一一五

四
次
調
査
）

調
査
地
は
南

一
条
大
路
と
東

二
坊
大
路
の
交
差
点
中
央
部
に

位
置
す
る
。
南
隣
接
地
で
実
施

し
た
左
京
第

一
〇
〇
次
、
第
二

一
八
次
調
査
で
は
、
東
二
坊
大
路
両
側
溝
、
南

一
条
大
路
南
側
溝
と
、
二
条
三

坊

一
町
及
び
二
条
二
坊
十
六
町
内
で
建
物

・
柵
列

・
溝
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
南

一
条
大
路
南
側
溝
、
東
二
坊
大
路
東
西
両
側
溝
の
各
条

坊
側
溝
を
検
出
し
、
道
路
の
規
模
や
交
差
点
の
状
況
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

木
簡
は
、
東
二
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二

一
八
〇

一
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
同

溝
か
ら
は
、
長
岡
京
期
の
上
器
類
の
他
、
瓦

。
鉄
釘

。
種
子

。
獣
骨
が
比
較
的

ま
と
ま
っ
て
出
上
し
た
。

一
一　
南

一
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
六
町
（左
京
第
二
五
九
次
調
査
）

調
査
地
は
、
十
六
町
の
北
東
隅
に
位
置
す
る
。
東
隣
接
地
で
実
施
し
た
左
京

第
二

一
八
次
調
査
で
は
、
南

一
条
大
路
南
側
溝
か
ら
木
簡

一
点
、
東
二
坊
大
路

西
側
溝
か
ら
木
簡
二
点
が
出
土
し
て
い
る

（『木
簡
研
究
』
一
一ご
。
今
回
の
調
査

は
、
こ
れ
ら
周
辺
で
の
成
果
を
う
け
て
、
南

一
条
大
路
南
側
溝
及
び
路
面
、
十

六
町
内
で
ピ
ッ
ト
群
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
南

一
条
大
路
南
側
溝
ｓ
Ｄ
二
一
八
〇
二
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
同
溝

か
ら
は
長
岡
京
期
の
上
器
類

・
瓦
類
少
量
と
陽
物
状
木
製
品

一
点
が
出
上
し
た
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊
十
三
町

（左
京
第
二
五
七
次
調
査
）

調
査
地
は
、
東

一
坊
大
路
と
三
条
大
路
の
交
差
点
の
北
側
の
町
に
位
置
す
る
。

東
隣
接
地
で
実
施
し
た
左
京
第
二
次
、
第
四
次
調
査
で
は
、
習
書
木
簡
や
鮭
の

付
札
木
簡
、
「
西
官
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
上
器
約
二
〇
点
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
長
岡
京
期
の
遺
構
に
は
、
条
坊
関
係
と
し
て
東

一

(京都西南部)



1990年出上の木簡

坊
大
路
東
西
両
側
溝
、
三
条
第
二
小
路
南
側
溝
が
、
大
路
西
側
の
十
三
町
内
で

は
大
路
沿
い
築
地
西
雨
落
溝

一
条
、
小
路
沿
い
築
地
の
南
雨
落
溝

一
条
、
築
地

下
部
施
設
と
し
て
木
樋
を
伴
う
暗
渠

一
条
、
東
西
溝

一
条
、
大
型
掘
立
柱
建
物

一
棟
な
ど
が
、
大
路
東
側
の
三
条
二
坊
四
町
内
で
は
、
東
側
溝
に
架
か
る
橋

一

基
、
大
路

・
小
路
沿
い
の
柵
二
条
の
他
、
掘
立
柱
建
物
四
棟

・
柵
三
条

・
塵
芥

処
理
用
の
大
型
土
坑
三
基
な
ど
が
あ
る
。
右
の
成
果
と
西
隣
接
地
の
左
京
第
二

二
六
次
調
査
の
結
果
か
ら
、
十
三
町
の
少
な
く
と
も
北

・
東

・
西
辺
が
築
地
で

囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

木
簡
は
、
十
三
町
の
東
辺
築
地
北
端
の
暗
渠
Ｓ
Ｄ
二
五
七
五

一
か
ら
断
片

一

点
が
出
土
し
た
。
出
上
位
置
が
暗
渠
掘
形
内
に
組
ま
れ
た
木
樋
の
底
板
東
端
直

下
で
あ
る
点
か
ら
、
築
地
構
築
時
の
混
入
品
と
考
え
ら
れ
る
。
同
溝
か
ら
は
、

土
器
小
片
が
二
、
三
点
出
上
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
四
町
内
の
大
型
土
坑

Ｓ
Ｋ
二
五
七
〇
四
を
中
心
に
、
墨
書
土
器
が
三
〇
点
余
り
出
土
し
た
が
、
い
ず

れ
も
断
片
的
な
資
料
で
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
南

一
条
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点

⑪
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欲
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こ
の
木
簡
は
、
東
二
坊
大
路
西
側
溝
か
ら
出
上
し
た
。　
上
端
は
、
「領
」
の

文
字
を
切
る
二
次
的
な
切
断
。
下
端
は
切
断
。
左
右
辺
は
割
れ
。
表
面
は
、
や

や
古
風
な
書
体
で
丁
寧
に

一
行
書
き
す
る
が
、
習
書
か
。
裏
面
は
、
表
面
の
調

整
と
異
な
り
、
削
り
痕
が
荒
い
。
板
材
を
横
に
使
い
、
記
号
な
い
し
は
二
文
字

程
を
太
筆
で
大
き
く
描
い
て
い
る
。

一
一　
南

一
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
六
町

木
簡
は
南

一
条
大
路
南
側
溝
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
下
端
を
折
損
。
細
片
に

分
か
れ
る
。
削
り
調
整
し
た
表
面
及
び
損
耗
の
甚
し
い
一異
面
に
も
文
字
が
見
え

る
が
、
墨
が
薄
い
た
め
木
簡
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
法
量
は
食
∞
＋
Ｓ
）
×
館

×
■
釦
で
あ
る
。
他
に
、
左
辺
原
形
の
細
い
木
片
を
利
用
し
て
（
表
面
に
三
伽

隔
て
て
ニ
カ
所
に
横
線
を
引
く
断
片
が
あ
る
。
法
量
は

（Ｓ
Ｃ
×
含
９
×
卜
で

あ
る
。
裏
面
、
右
辺

（割
れ
面
）
に
も
同
位
置
に
横
線
を
引
く
が
、
全
体
に
墨
が

薄
く
下
方
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊
十
三
町

築
地
暗
渠
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
断
片
に
文
字
の
一
部
が
残
る
が
釈
読
で
き

な
い
。
一異
面
焼
損
。
法
量
は

（溺
）
×
（く
。９
×
卜
う

で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

動
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
向
日
市
教
育
委
員
会

『向
日
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
報
告
書
』
三
一
（
一
九
九
一
年
）

⌒釈 一
文 。
二
清
潮
獅
彩
美
樹
、
三
　
秋
山
浩
一一




